
PD14 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

アクティブ・ラーニングの脳科学
―人間固有の学びの構造と機能を知り，学びと教え，教育の再構築を共にデザインしよう―
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アクティブ・ラーニングの脳科学と教育

年から始まる教育改革の中核をなすアクティブ・ラーニ

ング（以下 と略）の正しい普及の為に， の諸特性や現象を

一貫して説明できる学習理論を脳認知科学の視点から構築する

ことを目指す研究プロジェクト（科研費：挑戦的研究（開拓））

を我々は発足させた。生涯にわたり主体的・能動的に学び・成

長する人間を支える「アクティブ・ラーニング＠脳」を知り，

教育に活かす，今までの学習＆教育研究とはひと味違う脳認知

科学アプローチによる「脳科学と教育の架橋研究」を目指す。

本パネルでは，アクティブ・ラーニングが起きる時，脳の中で

は何が起きているのかを紹介する。

人は行為（意欲と意図をもった行動）から学ぶ

アクティブ・ラーニングの「主体的・能動的な学び」を解明

するため，我々は，教育における学びでの人間固有の「行為（＝

意欲・意図をもった行動）」に注目する。意図目標を達成した

行為は経験の記憶を形成する（「行為の学習と記憶」と命名）。これは，

分からなかったことが「分かった」「納得した」時に起こる構成学習

（ ）であり， で注目される学習・記憶

の諸特性（頑強性，柔軟性，応用力等）を全て備えている。

アクティブ・ラーニングの脳科学

行為は，認知的機能だけでなく，それ以上に非認知機能，社

会的情緒スキルをも同時に必要とし，脳全体を使って実現され

る。 を担う「アクティブ脳」の構造と機能を図１に示す。構

成学習を担う は， に属し「記

憶中枢」海馬，「感情中枢」扁桃体，「認知的切り替えや対人

認知」を担う 「心の理論」を担う 等から構成され，

で重要な「 ・ポジティブ感情」「記憶」「自己形成」の

諸機能を担う。さらに， は隣接する

と連携動作し， で重要な「目

標指向意欲」や自己調整学習を実現する。また，論理的思考とヒ

ューリステック判断を担う は，その情報が不十分の場合，

に属し を担う 頭頂葉 を経由し経験の記

憶等長期記憶にアクセスし，深い学びを起こす。

アクティブ脳の機能と構造

脳認知科学からの への示唆

 構成学習は，「行為の学習と記憶」で海馬が形成する「脳活動
のバインディング記憶」で説明される。

 構成学習は，ポジティブ感情で促進される。

 強いネガティブ感情は，構成学習を阻害する。
 脳は意図を実現させる方向に情報処理を調整する為，生徒が
「学びの意図」を明確に理解して学ぶことが必要である。

 脳の学習を駆動する「意欲」は重要である。しかし，意欲自体
も，生物学的意欲から，価値駆動意欲，目標指向意欲へと学習・
発達させる必要がある。この意欲の学習発達自体も， 教育

の目的となるべきである。
 外部から与えられた情報を処理する 状態で
は， は を抑制する。このため，構成学

習は起こらない。
 適切な （深い学び）状態では，外部から全ての
情報は与えられないため，自己の記憶からの想起や，仲間との

助け合い，先生からの適切なヒント等により，頻繁な構成学習
が起こる。

 一般に，アクティブ・ラーニングは と

との協働時に起こる。
 がアクティブ・ラーニングに寄与するには，学び
に対する意欲と意図という内的エネルギー・駆動力が必要とな

る。
 生徒の対話 は重要だが，その前に先生の
をやめることで、生徒達の を共有しよう。

 アクティブ・ラーニングに寄与する全脳領域は，社会的活動で
活性化する「社会脳」に属している。当然，社会的協調作業の
中で が起こり易い。

 教科教育の中でも，生徒の意欲や学びの意図を育て
る教えのスタイルであれば，アクティブ・ラーニングが起こる。

アクティブ・ラーニングを指向する教育とは？

行為者は意図コミュニケーションで相互作用するため，学び
と教え，そして教育を，「学びの行為者」と「教えの行為者」，

そして「学びの環境」のダイナミックスとして考察できる。
生徒は，意欲と意図をもった「学びの行為」の能力を生まれ

ながらに持っている。その芽を正しく伸ばす 教育であれば，

「学びの意欲」「学びの意図」，さらに成長マインドセット，
（情熱と努力）など社会的情緒スキルを十数年に渡る教育

期間中に段階的に強化し，アクティブラーナーを育てることが

できる。一方，教師は，多少なりとも強制された教育の中で，
くじけず，意欲と学びの意図を保ち続けることができたアクテ
ィブラーナーである。しかし，同時に，多くの脱落者がいたこ

とも確かである。アクティブ・ラーニング改革でも，成績上位
者だけが対応でき，格差は広がる可能性が強いといわれている。
皆が教育から恩恵をうけ，人間本来の学びの力を獲得する為

には，学びと教え，教育のリデザインが必要である。 の脳科
学からのエビデンスに基づき，人間固有の「行為」の能力を正
しく学習・発達させることを目指し，学びと教え，教育の再構

成をめざす努力を皆様と共有したい。
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問題と目的

国立教育政策研究所生徒指導研究センターの報

告（平成 16 年）によると，現代の子どもたちの一

番の問題は，「人と関わりたい」という意欲そのも

のが低下していることである。同報告は，「人（他の

子ども）と関わりたい」と思う気持ちは，自らの体

験によってのみ獲得されるものであり，他の子ども

との関わり合いを通して，「人と関わることは楽し

い，苦痛なことではない」と感じるところから，「社

会性の基礎」を形づくると述べている。 
国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究セン

ターの報告（平成 27 年）によると，日本の子ども

の場合，認められて育つという「他者からの評価」

が子どもの自信に大きく影響するという。そのため，

教員は授業時に子どもたち同士の適切なコミュニ

ケーションを援助促進することが必要であるが，そ

ういった足場かけを教員自身が考慮して行ってい

るのかは，明らかにされていない。 
そこで本研究では，授業時の活動について，教員

の指示と，生徒がパフォーマンスすることに対して

抱くリスク（行動するのをためらう気持ち）を比較

し，教員のファシリテーションが生徒のパフォーマ

ンスに及ぼす影響について検討することを目的と

する。 
方 法

2018 年 9 月から 2019 年 2 月にわたり，首都圏

県立高等学校の教員（平均経験年数 21.14 年，標準

偏差 14.82，男性 28 人，女性 15 人）を対象に，授

業時の活動を指示する頻度に関する質問紙調査を

実施した。さらに，同校の 1 年生の生徒（男子 49
人，女子 30 人）を対象に，授業時の活動に対する

リスクに関する質問紙調査を実施した。 
結 果

授業時の 6 種類の活動（Table 1）について，教員

が指示する頻度を 5 件法（1 低い，2 やや低い，3 ど

ちらともいえない，4 やや高い，5 高い）で回答す

るよう求めた。あわせて，生徒が抱くリスクを 5 件

法（1 低い，2 やや低い，3 どちらともいえない，4
やや高い，5 高い）で回答するよう求めた。

教員が指示する頻度のうち，項目 3 は項目 4，5，
6 に比べて高く，生徒が抱くリスクは項目 2 が最も

高く，項目 4 は最も低かった。 
考 察

教員が指示する頻度が高い項目は，3「隣の人と

ペアワークをする」である。これは教員にとって普

段の授業でも取り入れやすいため，指示する頻度が

高くなっていることが考えられる。一方，指示する

頻度が低い項目は，4「仲の良い人とペアワークを

する」5「隣の人に解説する」6「隣の席の人の解説

を聞く」である。これらは教員にとって生徒同士の

コミュニケーションを促進するファシリテーショ

ンが必要な指示であるが，その頻度が低いことから，

教員はこれらの活動を指示することに苦手意識や

リスクを抱えていると考えられる。教員は漠然とペ

アワークの指示をし，生徒同士の関係づくりを生徒

のみに委ねるのではなく，適切なファシリテーショ

ンで生徒の「人と関わりたい」という意欲を引き出

す必要がある。 
生徒が抱くリスクが高い項目は，2「発表をする

ために手を挙げる」である。これは生徒にとって自

らの意見を主体的・自発的に述べる活動であるため，

集団の注目を浴びながら「自身のパフォーマンスが

他者に評価される」リスクがつきまとうことが予想

される。教員はそうした生徒のリスクに気づき，安

心感のある学習環境を設定する必要があると考え

られる。一方，リスクが低い項目は，4「仲の良い人

とペアワークをする」である。仲の良い友人であれ

ば，他者に意見が評価されるというリスクより，協

働し合うことに目が向けられる可能性があるため，

教員はこういった生徒同士のより良い関係づくり

を促進する必要がある。 
教員のファシリテーションと生徒のパフォーマ

ンスを積み重ねながら，共に学習環境をつくりあげ

ていくことにより，生徒同士だけではなく教員自身

も新しい発見をし，生徒との関係を高め合い深め合

い成長するという相互作用が期待できる。教員もパ

フォーマーとして安心感のある学習環境づくりの

一翼を担っている自覚を持つことが必要である。 

項目 授業時の活動 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

1 人数把握のために手を挙げる 2.91 1.23 2.04 1.16
2 発表をするために手を挙げる 2.84 1.43 3.08 1.49
3 隣の席の人とペアワークをする 3.51 1.40 2.13 1.19
4 仲の良い人とペアワークをする 2.02 1.35 1.31 0.64
5 隣の席の人に解説する 2.26 1.26 2.36 1.34
6 隣の席の人の解説を聞く 1.67 1.02 2.03 1.25

教員の指示と生徒のリスク（授業時の活動）

Table 1

教員（指示） 生徒（リスク）
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